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慧
思

(五
一
五
-
五
七
七
)
が
立
て
た

「
誓
願
入
山
学
神
仙
、
得
長
命

力
求
仏
道
」
(立
誓
願
文
、
T
四
六
-
七
九
一
下
)
の
誓
願
は
、
当
時
の
不

穏
な
社
会
情
勢
や
四
度
の
法
難
な
ど
と
と
も
に
、
南
嶽
入
山
の
動
機
を

構
成
す
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
入
山
前
後

の
事
情
を

『立
誓
願
文
』
、

『
南
嶽
総
勝
集
』
な
ど
の
文
献
を
参
照
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。

『
立
誓
願
文
』
は
、
慧
思
の
行
動
と
思
想
を
知
る
た
め
の
基
本
資
料

で
あ
る
。

こ
の
願
文
が
作
ら
れ
た

の
は
、
慧
思
が
四
十
四
歳

(
一
説
に

四
十
五
歳
)
の
時
で
、
智
顕
の
大
蘇
山
歴
訪
以
前
に
当
る
。
『
願
文
』
に

は
、
弥
勒

へ
の
信
仰
、
神
仙
長
寿

へ
の
願
望
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ

は
ま
た
南
嶽
入
山
の
大
き
な
契
機
と
も
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『立

誓
願
文
』

に

「
我
今
誓
願
持
令
不
滅
、
教
化
衆
生
至
弥
勒
仏
出
、
仏
従

癸
酉
年
入
浬
架
後
、

至
未
来
賢
劫
初
、

弥

勒
成

仏
時
有

五
十
六
億
万

歳
、
我
従
末
法
初
始
立
大
誓
願
、

修
習
苦
行
、
如
是
過

五
十
六
億
万

歳
、
必
願
具
足
仏
道
功
徳
見
弥
勒
仏
、
如
願
中
説
」
(
七
八
六
下
)
と
あ

る
よ
う
に
、
慧
思
に
は
弥
勒

へ
の
熱
烈
な
願
求
心
が
あ

っ
た
。
弥
勒

・

弥
陀
の
往
生
思
想
は
、
後
漢
代
よ
り
南
北
朝
時
代
に
至
る
幾
多
の
浄
土

経
典
が
訳
出
さ
れ
、
仏
教
徒

の
間

へ
徐

々
に
浸

透
し
て
い
く
が
、
な
か

で
も
慧
遠
の
白
蓮
社
念
仏
、
曇
鷺

(四
七
六
-
五
四
二
?
)
の
弥
陀
浄
土

思
想
、
傅
大
士
の
弥
勒
信
仰
な
ど
が
顕
著
で
あ

る
。

慧
思
に
お
い
て
は
、
弥
勒
信
仰
と
不
老
長
生
法
と
が
密
接
な
関
連
を

持

っ
て
い
る
。
曇
鷺
が
、
不
老
長
生
を
求
め
て
陶
弘
景
か
ら
神
仙
長
寿

の
法
を
受
け
、
後
に
菩
提
流
支
の
無
量
寿
仏
に

つ
い
て
の
教
示
を
転
機

と
し
て
専
ら
浄
土
教
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
の
と
趣
き
を
異
に
す
る
。
慧

思

の
そ
れ
は
、
「
至
弥
勒
出
世
、
化
衆
生
不
絶
、
誓
於
此
生
作
、
長
寿

五
通
仙
、
修
習
諸
禅
定
、
(中
略
)
以
此
求
道
誓
願
力
、
作
長
寿
仙
見
弥

勒
」
(七
九

一
下
)
と
あ
る
よ
う
に
弥
勒
仏
に
ま

み
え
ん
が
た
め

で
あ

る
。
長
寿
の
具
体
的
方
法
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『願
文
』
に
は
「
願

諸
賢
聖
佐
助
我
、
得
好
芝
草
及
神
丹
、
療
治
衆
病
除
磯
渇
、
常
得
経
行

修
禅
定
、
願
得
深
山
寂
静
処
、
足
神
丹
薬
修
此
願
、
籍
外
丹
力
修
内
丹
、

欲
安
衆
生
先
自
安
」
(七
九
一
下
)
と
あ
る
。

慧
思
の
長
寿
法
は
、
自
身

一
人
の
延
命
や
昇
天
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
弥
勒
竜
華
三
会

に
遭
う
こ
と
を
期

し

(続
高
僧
伝
巻
+
七
、
T
五
〇
-
五
六
二
下
)
、
衆
生
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教
化
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
誓
願
を
立
て
た

の
が
、
南
岳
入
山

の
約
十
年
前

の
こ
と
で
あ

る
。
慧
思
も
、
南
嶽
が
道
教
の
聖
地
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。

太
蘇
山
を
出
立
し
て
南
嶽

へ
入

っ
た
の
は
、
陳

・
斉
に
お
け
る

紛
争
、

悪
論
師
に
よ
る
毒
害
に
遭
い
、
年
来

の
末
法
到
来
の
自
覚
が
い

よ
い
よ
確
か
な
も
の
と
な

っ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
南
嶽
が
入
道
の
山

で
あ
り
、
前
に
示
し
た
誓
願

の
実
践
に
ふ
さ

わ
し
い
霊
場
と
考
え
た

(続
高
僧
伝
巻
+
七
、
五
六
一二
上
)
か
ら
で
あ
ろ
う
。
慧
思
が
南
嶽

へ
入

る
時
期

は
、
『続
高
僧
伝
』
『
天
台
九
祖
伝
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
陳
光
大

二
年

(
五
六
八
)
で
あ
る
。
南
嶽
に
於
け
る
事
跡
は
、
諸
種
の
史
伝
類
に

も
散
見
さ
れ
る
が
、
未
だ
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

地
誌
で
あ
る

『
南
嶽
総
勝
集
』
の
慧
思
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
し
、
従

来
の
伝
記
資
料
と
対
照
し
て
み
た
い
。

先
ず
、
『
天
台
九
祖
伝
』
に
ょ
れ
ば
、
入
山
し
て
恵
海

な
る
人
物
に

会
い
、
旧
識
の
如
く
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
南
嶽
在
住
の
高
僧
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『南
嶽
総
勝
集
』
に
は
、
「昔
高
僧
希
遁
遊
南
嶽
、

遍
尋
方
広
寺
、
訪
慧
海
尊
者
」
(
T
五
一
-

一
〇
六
一
中
)
と
あ
り
、
希

遁
も
恵
海
を
訪
ね
て
い
る
。
恵
海
は
衡
嶽
寺

に
い
た

と
い
わ
れ
る
。

『
総
勝
集
』
巻
中
に
は

「
〔衡
嶽
禅
寺
〕
在
廟
西
北

一
異
集

賢
峯
下
、

梁
天
監
二
年
建
恵
海
尊
者
道
場
、
至
本
朝
太
平
興
国
年
、
勅
以
旧
額
為

賜
寺
、
後
有
善
果
庵
、
及
海
棲
禅
師
宴
息
之
所
」
(
一
〇
七
〇
上
)
と
あ

る
が
、
後
に
告
成
禅
寺
と
改
め
ら
れ
、
「
思
大
和
尚
感
鬼
為
之
磨
香
、

今
山
中
有
兜
婁
香
、
蓋
遺
植
焉
」
(
一
〇
七
〇
上
)
と
あ
り
、
寺
前
に
は
、

唐
の
李
巽
が
撰
し
た
般
若

・
南
台

・
万
寿

・
華
厳

・
弥
陀
の
五
寺

の
碑

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

『
総
勝
集
』
に
は
、
海
印
と
い
う
人
物
が
、
慧
思

の
入
山
直
後
に
会

見
し
て
い
る
と
伝
え
る
。
巻
上
に

「
梁
高
僧
海
印
大
師
者
、
首
居
衡
山

最
上
第

一
、
推
較
年
代
即
大
同
天
監
之
前
、
宜
与
達
磨
相
接
、
而
為
可

公
時
輩
其
居
所
、
謂
善
果
道
場
也
。
(中
略
)
陳
光
大
初
、
恵
思
和
尚
始

自
北
来
詣
大
師
折
然
合
契
、
由
是
上
石
橋
別
創
奄
舎
、
高
而
在
南
、
故

号
南
台
」
(
一
〇
六
七
中
)
と
あ
る
。
海
印
や
慧
思
が
庵
を
結
ん
だ
南
台

と
は
、
「在
廟
之
北
登
山
十
異
」
(
一
〇
七
〇
中
)
と
あ
り
、
石
頭
希
遷
ゆ

か
り
の
地
で
も
あ
る
。

次
に

『
続
高
僧
伝
』
に
は
、
「
即
至
告
日
、
吾
寄
此
山
正
当

十
載
、

過
此
已
後
必
事
遠
遊
、

又
日
、
吾
前
世
時
曾
履
此
処
、
巡
至
衡
陽
値

一

佳
所
、
林
泉
煉
浄
見
者
悦
心
、
思
日
此
古
寺
也
」
(
五
六
一二
中
)
と
あ
り
、

『
総
勝
集
』
巻
上
に
は

「
日
吾
寄
此
当

十
年
、

因
建
般
若
台

居
之
」

(
一
〇
六
七
下
)
と
あ
る
が
、
般
若
台
と
は
般
若
寺
と
も

い
い
、
福
厳
寺

の
こ
と
で
あ
る
。
『総
勝
集
』
巻
中
に
、
「
〔福
厳
禅
寺
〕
在
廟
之
北
登
山

十
五
異
、
岳
中
禅
刹
之
第

一
、
陳
太
初

(太
建
力
)中
、
恵
思
和
尚
自
大

蘇
山
領
衆
来
此
、
建
立
道
場
、
師
常
化
人
、
修
法
華
、
般
若
、
念
仏
三

昧
、
方
等
臓
悔
、
因
号
般
若
寺
、
□
本
朝
太
平
興
国
中
、
改
賜
今
額
、

有
唐
懐
譲
禅
師
、
結
奄
干
思
之
故
基
」
(
一
〇
七
〇
下
)
と
あ
る
。

こ
こ

は
ま
た
観
音
台
と
い
わ
れ
る
。
懐
譲
が

一
般
に
観
音
大
師
と
称
せ
ら
れ

南
嶽
慧
思
の
禅
観
 (仙

石
)
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る
が
、
観
音
台
の
名
も
こ
こ
か
ら
起
っ
た
と
い
わ
れ
、
宋
代
に
な

っ
て

般
若
寺

は
福
厳
寺
に
改
め
ら
れ
た
。
後
晋

の
曹
州
庖
通
院

の
智
朗
は
、

こ
の
般
若
寺
に
住
し
て
胎
息
術
を
修
め
た
と
伝
え
ら
れ
る

(宋
伝
巻
二

十
八
号
)
。

慧
思
は
、
南
嶽
在
山
中
に
道
士
た
ち
か
ら
も
迫
害
を
受
け
た
。
九
仙

観
の
道
士
欧
陽
正
則

の
徒
が
、
慧
思
を
嫉
み
、
皇
帝
に
謎
奏
し
て
、
斉

の
た
め
に
謀
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
た
と
告
げ
た
。

こ
の
伝

は
、
『
仏
祖

統
紀
』
巻
六

(
T
四
九
-

一
八
○
上
)
に
詳
し
い
が
、
南
嶽
が
道
士
の
霊

場
と
し

て
の
歴
史
を
持
ち
、
道
教
の
伝
統
が
支
配

し
て
い
た

と
す
れ

ば
、
慧
思
と
そ
の
集
団
の
問
に
行
な
わ
れ
た
北
方
の
禅
法
が
、
彼
ら
に

は
異
質
な
も
の
に
映

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
九
仙
観
と

は
九
仙
宮
の
こ
と
で
あ
る
。
『総
勝
集
』
巻
中
に
、
「在
廟
東
十
二
異
、

梁
天
監
中
建
、
昔
王
処
輿
自
中
宮
煉
行
、
既
周
沖
寂
、
後

遷
於
此
、

(中
略
)
置
上
中
下
三
宮
以
修
内
外
丹
」
(
一
〇
七
五
上
-
下
)
と
あ
り
、

『南
岳
小
録
』
に
は
、
「
九
仙
宮
、
本
張
真
人
、
名
始
修
所
居
、
有
石
壇

方
闊
丈
余
、
梁
天
監
三
年
、
有
仙
者
八
人
、
迎
張
真
人
、
於
石
壇
上
、

同
昇
天
去
、
感
通
九
年
、
衡
州
刺
史
史
顛
置
官
額
、
十
年
十
月
勅
下
宜

依
所
奉
行
之
」
と
あ
る
。
ま
た

『
南
岳
九
真
人
伝
』
は
、

こ
の
九
仙
宮

に
お
い
て
、
晋
宋
斉
梁
代
に
昇
天
し
た
真
人
の
記
録
で
あ
る
。

他
に
、
『総
勝
集
』
に
は
、
郷
鉢
峯
、

会
善
峯
会
善
寺
、

大
明
寺
、

光
天
観

な
ど
の
寺
観
に
お
け
る
慧
思
の
事
跡
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

特
に
会
善
寺
に
つ
い
て
は
、
『
総
勝
集
』
巻
中
に

「
嶽
之
西
南
九
十
異
、

廼
晋
威
和
年
重
理
旧
寺
、
及
嶽
中
十
八
高
僧
禅
会
之
所
」
(
一
〇
七
七
下
)

と
あ
る
。
十
八
高
僧
と
は
、
慧
思
、
恵
海
、

智
顕
、
大
善
、
僧
照
、
恵

成
、
大
明
、
恵
勇
、
恵
稠
、
恵
誠
、
恵
甕
、

善
伏
、
曇
楷
、
義
本
、
義

顯
、
悟
実
、

道
倫
、

智
明

で
あ
る
。

唐

の
恵
日
は

『
南
岳
十
八
高
僧

伝
』
を
撰
し
た
が
、
現
存
し
な
い
。
因
み
に
、
後
唐
の
南
嶽
般
舟
道
場

の
惟
勤
や
黄
門
侍
郎
盧
蔵
用
も
ま
た

「南
嶽
高
僧
伝
」
を
著
わ
し
て
い

る
。前

に
述
べ
た
よ
う
に
、
慧
思
は
、
内
的
外
的
要
因
に
よ
っ
て
南
嶽

へ

入

っ
た
。
北
地
の
世
情
の
不
安
定
な
こ
と
や
悪
論
師
に
よ
る
受
難
が
重

な
り
、
末
法
の
世
に
身
を
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
宗
教
者
の
苦
悩
は
、
弥

勒
の
下
生

へ
の
希
求
に
転
化
さ
れ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
弥
勒
と

の
遭
遇
に
は
、
自
身
の
延
命
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
要

求
を
満
た
す
方
途
と
し
て
流
行
の
道
教
の
不
老
長
生
の
法
に
、
慧
思
が

目
を
向
け
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
南
嶽
入
山

に

は
、
神
仙
長
寿
の
法
を
体
得
せ
ん
と
す
る
意
図
が
蔵
さ
れ
て
い
た
と
も

言
え
る
。
し
か
し
、
慧
思
の
伝
記
や
著
作
の
な
か
か
ら
、
道
教
の
思
想

を
読
み
取
る
こ
と
は
、
難
し
い
。
入
山
後
、

慧
思
は
、
丹
薬
、
芝
草
を

服
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
北
地
の
禅
定
が
、
仏
道
実
践
の
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
に
ま
ち
が
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
南
嶽
の
道
士
と
の
抗
争
も

伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
仏
教

と
道
教
と
の
接
点
を
持
ち

え
た
慧
思
と
い
う
人
物
に

つ
い
て
は
、
そ
の
教
理
的
な
部
分
を
も
含
め

て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

(駒
沢
大
学
大
学
院
)
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